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安全･安心･新鮮でおいしい
静岡県産の農畜産物をお届けします。

7経済連情報

▲藤野常務からみかんジュースを受け取る増田結桜さん

▲大相撲五月場所で土俵を周回する「静岡茶」の懸賞旗
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m a i n
top i c s
メイントピックス

令
和
7
年
度
静
岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　

〜
Ｊ
Ａ
静
岡
茶
の
消
費
拡
大
へ
向
け
た
取
組
〜

ど
に
よ
り
、
つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
の
拡

販
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ⅲ　
令
和
７
年
度
取
組
内
容

１
．
県
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

今
年
度
は
、
新
た
に
県
外
市
場
で
の
ブ

ラ
ン
ド
認
知
獲
得
に
向
け
、
首
都
圏
と

ロ
ー
カ
ル
大
都
市
の
宮
城
県
仙
台
市
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

宮
城
県
の
人
口
規
模
は
、
本
県
に
近
く
、

Ａ
静
岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
令
和

６
年
度
実
施
結
果
と
令
和
７
年
度
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ　
令
和
6
年
度
取
組
内
容

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
初
年
度
と
な
っ
た
令

和
6
年
度
は
、
主
に
静
岡
県
内
で
の
認
知

獲
得
と
事
業
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
放
映
や
Ｊ
Ｒ
、
静
岡
鉄
道
等

へ
の
交
通
広
告
掲
出
、
イ
ベ
ン
ト
出
展
な

Ⅰ　
は
じ
め
に

静
岡
県
経
済
連
茶
業
委
員
会（
事
務
局
：

茶
業
課
）
で
は
令
和
６
年
度
よ
り
、
静
岡

茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
県

内
Ｊ
Ａ
統
一
商
品
「
静
岡
茶
揉
一
ひ
と
え

つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
」
の
販
売
促
進
を

通
じ
て
Ｊ
Ａ
静
岡
茶
の
消
費
拡
大
と
県
内

茶
産
地
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
Ｊ

各
産
地
で
採
れ
た
茶
葉
を
ブ
レ
ン
ド

“静岡茶”が最上位訴求のポイント
静岡茶の代表例としての商品訴求
揉一ひとえだけを拡販する訳ではない

プロモーションの目的は
“静岡茶”全体の振興

JA
ふじ伊豆

JA
おおいがわ
JA

ハイナン

JA
しみず

JA
静岡市

JA
掛川市JA

とぴあ浜松

JA
遠州中央

JA
遠州夢咲

揉
一
ひ
と
え
は“

静
岡
茶„

の
き
っ
か
け

消
費
エ
リ
ア
が
都
市
部
（
仙
台
市
）
に
集

中
す
る
こ
と
で
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

が
展
開
し
や
す
い
こ
と
や
、
近
隣
に
茶
産

地
が
な
く
市
場
競
争
が
少
な
い
こ
と
、
仙

台
市
１
世
帯
当
た
り
の
緑
茶
年
間
支
出
金

額
が
全
国
18
位
（
総
務
省
統
計
局
家
計
調

査
よ
り
）
と
基
礎
市
場
の
上
に
伸
び
し
ろ

が
大
き
い
こ
と
か
ら
選
出
し
ま
し
た
。

２
．
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
施
策

県
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
施
策
と

し
て
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
、
大
相
撲
と
コ
ラ
ボ▲Jリーグ試合会場でのプロモーション

▲テレビCM
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main topics

岡
茶
の
コ
ラ
ボ
広
告
を
掲
出
し
ま
し
た
。

３
．
首
都
圏
情
報
誌
で
の
特
集

農
協
観
光
、東
京
メ
ト
ロ
と
連
携
し
、同

社
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
Ｕ
Ｒ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｌ

Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
」
で
「
つ
ゆ
ひ
か
り

ブ
レ
ン
ド
」を
特
集
し
ま
し
た
。「
つ
ゆ
ひ

か
り
」
の
品
種
特
性
や
マ
イ
ボ
ト
ル
利
用

の
推
進
、
県
内
茶
産
地
の
特
徴
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。
４
月
下
旬
〜
5
月
上
旬
に

か
け
て
銀
座
駅
、
渋
谷
駅
、
表
参
道
駅
な

ど
の
東
京
メ
ト
ロ
駅
構
内
約
１
５
０
箇
所

で
配
布
し
た
他
、
車
内
の
中
吊
り
広
告
で

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。

①
Ｊ
リ
ー
グ

５
月
６
日
に
宮
城
県
の
キ
ュ
ー
ア
ン
ド

エ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
み
や
ぎ
で
行
わ
れ
た
ベ

ガ
ル
タ
仙
台
と
藤
枝
Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
の
試
合
で

静
岡
茶
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
藤
枝

Ｍ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
Ｍ
Ｃ

の
岩
本
恵
美
加
さ
ん
も
参
加
し
、
揉
一
ひ

と
え
試
供
品
の
無
料
配
布
、
販
売
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
28
日
に
磐
田
市
の
ヤ
マ
ハ

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

と
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
試
合
で
も
同
様
に

ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
来
場
者
へ
静
岡
茶
の

美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

②
大
相
撲

５
月
11
日
〜
25
日
に
東
京
・
両
国
国
技

館
で
開
催
さ
れ
た
大
相
撲
五
月
場
所
で
、

県
内
出
身
力
士
の
熱
海
富
士
関
と
翠
富
士

関
を
応
援
す
る
た
め
、幕
内
取
組
前
に「
静

岡
茶
」
の
懸
賞
旗
を
掲
出
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
で
は
、
大
相
撲
と
静

問
い
合
わ
せ
先

・・
営
農
総
合
対
策
部
　
茶
業
課

　

電
話
：
０
５
４
―
２
８
４
―
９
７
１
９

▲大相撲五月場所で土俵を周回する懸賞旗

▲JR両国駅の広告掲出

▲特設サイトは
　こちら

４
．
特
設
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

昨
年
度
開
設
し
た
「
揉
一
ひ
と
え
」
特

設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
訴
求
力
を
さ

ら
に
強
化
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
ト
ッ
プ
ビ
ュ
ー
に
お
い

て
下
図
の
よ
う
に
、
つ
ゆ
ひ
か

り
ブ
レ
ン
ド
の
紹
介
に
加
え
、

よ
り
県
内
茶
産
地
や
静
岡
茶

全
体
の
振
興
を
同
時
に
訴
求

で
き
る
構
成
を
採
用
し
ま
し

た
。

Ⅳ　
お
わ
り
に

今
回
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
静

岡
茶
産
地
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
今
年
度
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
て
詳
し
く
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

本
会
は
静
岡
茶
の
さ
ら
な

る
販
路
拡
大
と
産
地
の
維
持

拡
大
に
向
け
た
様
々
な
Ｐ
Ｒ

施
策
を
展
開
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
と

と
も
に
静
岡
県
茶
業
の
振
興

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

話
題
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
は

　
　
　
　
　

こ
ち
ら
か
ら
！

県
内
茶
産
地
の

　
　
　
　
　

銘
茶
を
紹
介
！

多
彩
な
静
岡
の

茶
産
地
の
特
色
を
解
説
！

つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
の

美
味
し
さ
の
秘
密
を
紹
介
！
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top i c s & ne w s

本
会
は
６
月
30
日
、県
農
業
会
館
で「
静

岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
第
75
回

通
常
総
会
」
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
会
長

や
組
合
長
、
関
係
者
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
河
原
﨑
友
二
経
営
管
理
委

員
会
会
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、
議
事
と

し
て
石
川
和
弘
代
表
理
事
理
事
長
よ
り
第

75
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に
つ
い
て
上
程

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連
絡
協
議
会

（
事
務
局
・
生
活
葬
祭
課
）
は
５
月
26
日
、

静
岡
市
内
で
令
和
７
年
度
の
総
会
お
よ
び

第
１
回
の
連
絡
協
議
会
を
開
き
、
会
員
Ｊ

Ａ
と
Ｊ
Ａ
子
会
社
の
担
当
者
ら
27
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
や

令
和
７
度
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
協
議
会
で
は
、
各
会
員
に
よ
る
情

勢
報
告
や
活
動
計
画
の
協
議
な
ど
を
行
い
、

県
下
農
協
葬
祭
事
業
の
活
性
化
と
事
業
基

盤
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

本
会
は
５
月
11
日
、
静
岡
市
駿
河
区
の

こ
の
は
な
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
「
全

農
杯
２
０
２
５
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会
（
ホ
ー
プ
ス
・
カ
ブ
・
バ
ン
ビ
の
部
）

静
岡
県
予
選
会
」
に
協
賛
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
の
卓
球
日
本
一
を
競

う
同
大
会
の
全
国
大
会
出
場
を
か
け
、
県

内
か
ら
卓
球
少
年
・
少
女
約
１
６
０
人
が

熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
、
副
賞
や
参
加
賞
と
し
て

「
静
岡
茶
揉
一
ひ
と
え
つ
ゆ
ひ
か
り
ブ
レ

ン
ド
」
や
「
み
か
ん
日
和
」、「
フ
ィ
ル
タ

ー
イ
ン
ボ
ト
ル
」
を
提
供
し
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
、
営
農
総
合
対
策
部
の
清
水
直

也
部
長
が
上
位
入
賞
者
へ
副
賞
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

令
和
6
年
度
決
算
の
承
認

静
岡
県
経
済
農
業
協
同
組
合

連
合
会
第
75
回
通
常
総
会

農
協
葬
祭
事
業
の
基
盤
強
化

静
岡
県
農
協
葬
祭
事
業
連

絡
協
議
会
総
会
お
よ
び

第
１
回
静
岡
県
農
協
葬
祭

事
業
連
絡
協
議
会

卓
球
少
年・少
女
を
静
岡
茶
で
応
援

全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
静
岡
県
予
選
会
へ
協
賛

▲表彰を受けるホープス女子の部の入賞者

上
位
入
賞
者
は
７
月
25
日
〜
27
日
に
兵

庫
県
神
戸
市
須
磨
区
の
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
神
戸
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

賞 内　容

優勝
①静岡茶揉一ひとえ
　つゆひかりブレンド（3 袋）
②みかん日和（1 箱）

準優勝
①静岡茶揉一ひとえ
　つゆひかりブレンド（3 袋）
②フィルターインボトル（1 本）

３位 静岡茶揉一ひとえ
つゆひかりブレンド（3 袋）

参加賞 みかん日和（1 本）

▲挨拶をする河原﨑会長▲決議事項の説明をする石川理事長
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TOPICS & NEWS

生
活
葬
祭
課
は
５
月
19
日
、
宇
宙
食
の

開
発
に
取
り
組
む
静
岡
市
清
水
区
の
中
学

生
、
増
田
結
桜
（
ゆ
ら
）
さ
ん
（
14
）
へ
、

県
産
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
「
果
実
の
香
り
ぎ

ゅ
っ
と
み
か
ん
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
は
、
地
元
の
食
材
に
こ
だ
わ

り
、
静
岡
県
産
み
か
ん
を
使
っ
た
ゼ
リ
ー

で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）

の
宇
宙
日
本
食
認
証
取
得
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

増
田
さ
ん
の
取
組
に
協
賛
し
た
本
会
は
、

昨
年
２
月
に
も
開
発
材
料
と
し
て
み
か
ん

と
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
提
供
。
今
回
は
製

品
化
を
見
据
え
、
製
造
工
場
で
ラ
イ
ン
テ

ス
ト
を
行
う
こ
と
か
ら
、
サ
ン
プ
ル
と
し

て
新
た
に
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
17
ケ
ー
ス

特
販
課
は
５
月
29
日
か
ら
６
月
１
日
の

４
日
間
、
全
国
に
総
合
ス
ー
パ
ー
を
展
開

す
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
と
連
携
し
、
イ
オ

ン
中
部
カ
ン
パ
ニ
ー
管
内（
静
岡
県
、愛
知

県
、
三
重
県
、
岐
阜
県
、
和
歌
山
県
、
富

山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
）
の
92
店
舗
で

静
岡
県
産
フ
ェ
ア
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

と
ぴ
あ
浜
松
の
「
三
方
原
馬
鈴
薯
」
や
Ｊ

Ａ
し
み
ず
の
「
枝
豆(

駒
豆)

」、
Ｊ
Ａ
ふ
じ

伊
豆
の
「
わ
さ
び
」
な
ど
の
本
県
の
初
夏

を
代
表
す
る
農
産
物
を
販
売
し
ま
し
た
。

（
約
１
０
０
㌔
）
を
寄
付
し
ま
し
た
。

増
田
さ
ん
へ
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
手

渡
し
た
藤
野
勉
常
務
は
「
ぜ
ひ
認
証
取
得

の
目
標
を
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
、
今
後
も

協
力
し
て
い
く
」
と

激
励
し
ま
し
た
。
増

田
さ
ん
は
「
生
ま
れ

育
っ
た
静
岡
の
食

材
の
魅
力
を
、
宇
宙

食
開
発
を
通
じ
て

世
界
中
に
発
信
し

た
い
。
県
産
み
か
ん

を
宇
宙
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
頑
張
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

名
古
屋
事
務
所
は
、
県
産
フ
ェ
ア
の
開

催
に
合
わ
せ
、
名
古
屋
市
内
の
イ
オ
ン
モ

ー
ル
熱
田
店
で
三
方
原
馬
鈴
薯
の
試
食
宣

伝
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
男
爵
の
魅
力
で

あ
る
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
と
濃
厚
な
甘

み
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
、
素
材
の
味

を
い
か
し
た
蒸
か
し
芋
を
提
供
し
ま
し
た
。

宇
宙
食
開
発
を
応
援

チ
ー
ム
ゆ
ら
に「
果
実
の
香
り
ぎ
ゅ
っ
と
み
か
ん
」贈
呈

県
産
農
産
物
を
P
R

イ
オ
ン
で
静
岡
県
産
フ
ェ
ア
を
開
催

▲藤野常務からみかんジュースを受け取る増田さん

▲結桜さんより「チームゆら」の活動について報告されました

◀「チームゆら」の
　HPはこちらから

▲わさびのPOP広告 ▲試食宣伝のようす
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柑
橘
果
樹
課
は
５
月
27
日
、
県
農
業
会

館
で
「
第
一
回
静
岡
県
柑
橘
担
い
手
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
き
、
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
農
薬
の
使
い
方
や
防

除
暦
の
考
え
方
、
年
間
の
基
本
管
理
な
ど

に
つ
い
て
講
義
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
役

割
と
本
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
年
間
７
回
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
や
ほ
場
な
ど
で
実
習
を
含

め
て
実
施
し
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
習
得
目
指
す

第
１
回
静
岡
県
柑
橘

担
い
手
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

▲静岡茶を試飲する根本さんと伊藤さん

５
月
21
日
、産
地
直
送
通
販
サ
イ
ト「
Ｊ

Ａ
タ
ウ
ン
」
が
提
供
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
番
組
「
ネ
モ
ト
宅
配
便
」
で
本
会
シ
ョ

ッ
プ
「
し
ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
の
商
品

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
ネ
モ
ト
宅
配
便
」
は
、Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
公

式
応
援
大
使
の
根
本
凪
さ
ん
が
Ｍ
Ｃ
を
務

め
、
ゲ
ス
ト
と
共
に
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
の
食
材

を
味
わ
う
番
組
で
、
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
虹
の
コ
ン
キ

ス
タ
ド
ー
ル
」
の
伊
藤
舞
依
さ
ん
と
静
岡

県
産
農
産
物
を
紹
介
し
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
流
通
開
発
課
の
服
部
佑
香

さ
ん
が
出
演
し
、
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
で
販
売
す

る
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
や
葉
し
ょ
う
が
、
本

会
商
品
の
静
岡
茶
「
揉
一
ひ
と
え
」
や
飲

料
商
品
「
果
実
の
香
り
ぎ
ゅ
っ
と
み
か

県
産
農
産
物
の
魅
力
発
信

「
ネ
モ
ト
宅
配
便
」で
静
岡
茶
を
P
R

ん
」
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

「
し
ず
お
か
『
手
し
お
屋
』」
で
は
、
配

信
を
記
念
し
、「
静
岡
茶
揉
一
ひ
と
え
つ
ゆ

ひ
か
り
ブ
レ
ン
ド
」
の
送
料
負
担
な
し
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
購
入
者
限
定
の
番
組
ス
テ

ッ
カ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

◀
「
し
ず
お
か
『
手
し
お

屋
』」
は
こ
ち
ら
か
ら

◀
番
組
視
聴
は
こ
ち
ら

農
業
機
械
課
は
6
月
11
日
と
12
日
、
袋

井
市
の
本
会
西
部
支
所
と
焼
津
市
の
農
業

機
械
課
事
務
所
で
農
業
機
械
新
製
品
研
修

会
を
開
き
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
ら
43
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

農
機
メ
ー
カ
ー
が
発
売
す
る
新
モ
デ
ル

商
品
の
特
徴
や
操
作
方
法
な
ど
を
学
習
し
、

Ｊ
Ａ
職
員
の
知
識
・
推
進
力
の
向
上
や
、生

産
者
の
要
望
に
応
じ
た
型
式
提
案
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
目
的
。

研
修
で
は
、
農
機
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら

の
新
製
品
紹
介
や
Ｊ
Ａ
全
農
か
ら
栽
培
管

理
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
を
行
い
、
参
加
者
は

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
職
員
の
推
進
力
向
上
へ

農
業
機
械
新
製
品
研
修
会

を
開
催
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同
Ｊ
Ａ
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
防
除
を
産
地

全
体
へ
普
及
さ
せ
る
検
討
と
と
も
に
、
今

後
も
定
期
的
な
防
除
試
験
に
よ
り
効
果
を

実
証
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
と
生
産
振
興
開
発
課
は

５
月
29
日
、
沼
津
市
西
浦
地
区
の
み
か
ん

園
で
自
動
航
行
に
よ
る
ド
ロ
ー
ン
防
除
の

薬
液
付
着
試
験
を
実
施
し
、
Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊

豆
や
本
会
職
員
ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

試
験
は
、「
西
浦
み
か
ん
」
の
生
産
能
力

維
持
・
拡
大
を
目
的
に
同
Ｊ
Ａ
や
本
会
が

連
携
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は

Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
製
の
機
体
「
Ｔ
25
」
を
用
い
て

実
施
し
ま
し
た
。
傾
斜
園
地
を
対
象
に
水

を
散
布
し
、
感
水
紙
に
よ
る
液
滴
の
付
着

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
間

伐
や
樹
形
改
造
（
縦
開
窓
樹
形
）
に
よ
る

薬
剤
の
付
着
性
向
上
効
果
や
ド
ロ
ー
ン
の

散
布
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
違
い
を
検
証
し
ま

し
た
。

柑
橘
産
地
の
維
持・拡
大
へ

西
浦
み
か
ん
ド
ロ
ー
ン
感
水
紙
試
験

▲試験結果を検討する参加者ら

▲感水紙の変色状況（水滴が付着すると青く変色）

▲表彰を受ける小柳出勝さん

生
活
葬
祭
課
は
６
月
20
日
、
テ
レ
ビ
静

岡
で
生
放
送
さ
れ
て
い
る
生
活
情
報
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
「
た
だ
い
ま
！
テ
レ
ビ
」（
月

〜
金
曜
16
時
50
分
か
ら
）
で
、
今
年
４
月

に
新
発
売
し
た
ボ
ト
ル
缶
飲
料
「
静
岡
茶

揉
一
ひ
と
え
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
番

組
に
は
、
同
課
の
片
江
愛
梨
さ
ん
と
永
田

優
里
音
さ
ん
の
２
名
が
出
演
し
、
揉
一
ひ

と
え
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
商
品
開
発
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
タ

レ
ン
ト
の
春
香
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
さ
ん
と

相
馬
理
さ
ん
が
「
揉
一
ひ
と
え
」
を
試
飲
、

こ
だ
わ
り
の
お
茶
の
「
旨
み
・
甘
み
・
香

り
」
を
確
か
め
て
も
ら
い
、
商
品
の
特
徴

や
静
岡
茶
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

野
菜
花
卉
課
は
6
月
23
日
、
中
島
屋
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
44
回
静
岡
県
乾
椎
茸

箱
物
品
評
会
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
関
係

者
ら
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
金
賞
１
席
を
受
賞
し
た

小
柳
出
勝
さ
ん
ら
上
位
入
賞
者
へ
賞
状
や

記
念
品
を
授
与
し
ま
し
た
。

審
査
員
長
を
務
め
た
県
農
林
技
術
研
究

所
森
林
・
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
荒
生
安

彦
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
特
別
賞
に
選
出
し

た
６
点
の
中
で
も
冬
菇
系
が
特
に
優
れ
て

い
た
。
本
県
産
の
乾
椎
茸
は
、
品
質
の
良

さ
や
優
れ
た
食
味
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、

高
値
安
定
を
維
持
し
て
い
る
。
今
後
も
需

要
に
応
え
る
、
高
品
質
で
安
全
な
乾
椎
茸

の
産
地
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ほ
し

い
。」
と
講
評
し
た
。

新
商
品
を
Ｐ
Ｒ

「
静
岡
茶
揉
一
ひ
と
え
」を

テ
レ
ビ
番
組
で
紹
介

上
位
入
賞
者
へ
賞
状
を
授
与

第
44
回
静
岡
県
乾
椎
茸

箱
物
品
評
会
表
彰
式
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▲令和2年9月 坪枯れ発生状況

②
中
晩
生
種
の
作
付
調
整

②
中
晩
生
種
の
作
付
調
整

早
生
品
種
は
、
坪
枯
れ
の
発
生
す

早
生
品
種
は
、
坪
枯
れ
の
発
生
す

る
前
に
収
穫
期
と
な
り
ま
す
が
中

る
前
に
収
穫
期
と
な
り
ま
す
が
中

晩
生
種
で
は
対
策
が
必
要
で
す
。

晩
生
種
で
は
対
策
が
必
要
で
す
。

③
適
性
な
水
管
理
（
間
断
灌
水
）

③
適
性
な
水
管
理
（
間
断
灌
水
）

常
に
湛
水
状
態
で
は
ウ
ン
カ
の
増

常
に
湛
水
状
態
で
は
ウ
ン
カ
の
増

殖
が
し
や
す
い
状
況
に
な
り
や
す

殖
が
し
や
す
い
状
況
に
な
り
や
す

く
、
ま
た
、
根
腐
れ
が
起
き
や
す

く
、
ま
た
、
根
腐
れ
が
起
き
や
す

く
枯
れ
あ
が
り
を
助
長
し
ま
す
。

く
枯
れ
あ
が
り
を
助
長
し
ま
す
。

農
薬
に
よ
る
防
除
対
策

農
薬
に
よ
る
防
除
対
策

①
育
苗
期
の
防
除

①
育
苗
期
の
防
除

ウ
ン
カ
に
効
果
の
高
い
育
苗
箱
施

ウ
ン
カ
に
効
果
の
高
い
育
苗
箱
施

用
剤
を
選
択
し
て
箱
施
用
し
ま
す
。

用
剤
を
選
択
し
て
箱
施
用
し
ま
す
。

ト
リ
フ
ル
メ
ゾ
ピ
リ
ム
（
ピ
ラ
キ

ト
リ
フ
ル
メ
ゾ
ピ
リ
ム
（
ピ
ラ
キ

サ
ル
ト
）
は
薬
剤
抵
抗
性
ウ
ン
カ

サ
ル
ト
）
は
薬
剤
抵
抗
性
ウ
ン
カ

類
に
安
定
し
た
効
果
を
示
し
、
長

類
に
安
定
し
た
効
果
を
示
し
、
長

期
持
続
型
で
す
。

期
持
続
型
で
す
。

②
本
田
で
の
防
除

②
本
田
で
の
防
除

出
穂
期
前
後
に
い
も
ち
病
や
カ
メ

出
穂
期
前
後
に
い
も
ち
病
や
カ
メ

ム
シ
類
な
ど
の
防
除
と
合
せ
て
行

ム
シ
類
な
ど
の
防
除
と
合
せ
て
行

い
ま
す
。

い
ま
す
。

予
察
情
報
や
圃
場
で
の
観
察
結
果

予
察
情
報
や
圃
場
で
の
観
察
結
果

を
参
考
に
し
て
ウ
ン
カ
の
発
生
状

を
参
考
に
し
て
ウ
ン
カ
の
発
生
状

況
に
応
じ
た
防
除
を
し
ま
す
。

況
に
応
じ
た
防
除
を
し
ま
す
。

（
生
産
振
興
開
発
課
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
生
産
振
興
開
発
課
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

秀
規
）

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
対
策
に

ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
対
策
に

つ
い
て

つ
い
て

　

５
月

　

５
月
1111
日
、
熊
本
県
で
ト
ビ
イ
ロ
ウ

日
、
熊
本
県
で
ト
ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
（
以
降
「
ウ
ン
カ
」）
の
初
飛
来

ン
カ
（
以
降
「
ウ
ン
カ
」）
の
初
飛
来

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
飛
来
日
と
し

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
初
飛
来
日
と
し

て
は
、
過
去

て
は
、
過
去
1010
年
で
２
番
目
に
早
く
、

年
で
２
番
目
に
早
く
、

平
年
よ
り
１
ケ
月
以
上
早
い
も
の
で
し

平
年
よ
り
１
ケ
月
以
上
早
い
も
の
で
し

た
。
ウ
ン
カ
は
、
令
和
２
年
に
大
発
生

た
。
ウ
ン
カ
は
、
令
和
２
年
に
大
発
生

し
、
県
下
で
も
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
、
県
下
で
も
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

本
県
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
は
さ

　

本
県
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
飛
来
に
適

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
飛
来
に
適

し
た
状
況
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

し
た
状
況
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

病
害
虫
防
除
所
な
ど
の
予
察
情
報
の
確

病
害
虫
防
除
所
な
ど
の
予
察
情
報
の
確

認
と
圃
場
の
見
回
り
を
行
な
い
ま
し
ょ

認
と
圃
場
の
見
回
り
を
行
な
い
ま
し
ょ

う
。
う
。

生
　
態

生
　
態

　

ウ
ン
カ
は
日
本
で
は
越
冬
で
き
ず
毎

　

ウ
ン
カ
は
日
本
で
は
越
冬
で
き
ず
毎

年
中
国
大
陸
か
ら
６
月
〜
７
月
の
梅
雨

年
中
国
大
陸
か
ら
６
月
〜
７
月
の
梅
雨

前
線
に
向
か
っ
て
吹
く
南
西
風
（
下
層

前
線
に
向
か
っ
て
吹
く
南
西
風
（
下
層

ジ
ェ
ッ
ト
気
流
）
に
乗
っ
て
飛
来
し
ま

ジ
ェ
ッ
ト
気
流
）
に
乗
っ
て
飛
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◀短翅型（成虫）
・体長 約3㎜
・翅が短い
・急激に増殖する

◀長翅型（成虫）
・体長 約4.5㎜
・翅が長い
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▲記念品を受け取る博志選手（右）と紅林弘太郎選手（左）

　県スポーツ・文化観光部と藤枝市は6 月5 日、
万博出展と連動し、京セラドーム大阪（大阪市）
で行われたプロ野球オリックス・バファローズ
と広島東洋カープの試合において「静岡・藤枝
デー」を開催しました。試合前には鈴木康友県知
事から「特選和牛静岡そだち」、北村正平市長か
らは「藤枝かおり」を記念品として球団に贈呈
しました。

　6 月6 日 ～8 日 の3 日 間、大 阪・関 西 万 博
の 会 場 に て 本 県 の ブ ー ス「GEO K ITCHEN 
SH IZUOKA」が出展し、県内11 市町の連携に
よる特産品を使ったオリジナル料理の提供を
通じて本県の魅力を発信しました。藤枝市か
らは、本会ブランド「特選和牛静岡そだち」を
使用した「静岡そだちのローストビーフ サラ
ダ仕立て」が来場客へ振る舞われ、藤枝市の職
員より静岡そだちの美味しさをPR していただ
きました。

◀静岡そだちのローストビーフ
静岡そだちを飛鳥山（本みりん）でマリネし、
ローストビーフに仕上げた。

　黒毛和種の雌牛のみを厳選し、本
会の飼育マニュアルにより統一した
飼養管理の下、静岡県内の指定農場
でじっくり愛情をこめて育てられた
ブランド牛。柔らかくきめ細かな肉
質とくちどけの良い脂が特徴です。

ⓒ ORIX Buff aloes

「特選和牛静岡そだち」が
大阪・関西万博で提供されました！

オリックス試合会場では県知事が
「特選和牛静岡そだち」を贈呈しました！ 「特選和牛静岡そだち」とは

infomat
ion
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職 員 紹 介職 員 紹 介

商品ページはこちらから▲

ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介ＪＡタウン しずおか「手しお屋」おすすめ商品のご紹介
今月のおすすめ商品をご紹介します！今月のおすすめ商品をご紹介します！

ヤマツ葉しょうが 約3kg（JAふじ伊豆）

約3kg（15袋） 7,390円
（税込、配送料・クール代込み）

　静岡県は全国有数の葉しょうがの産地。有名な「久能葉
しょうが」にも使用される良質な種生姜の産地として知ら
れる三島・塚原新田では、数十年前から久能の栽培技術の
提供を受け、葉しょうがの生産が始まりました。
　爽やかな香りと食べやすいマイルドな辛みが特徴の「ヤ
マツ葉しょうが」。是非ご賞味ください！

　静岡県では、協同組合に対する理解
を促進するため、「2025国際協同組合
年静岡県実行委員会」を発足しました。
組合員参加の交流会や職員学習会、協
同組合の施設見学会などの取り組みを
計画しています。

　国連は、さまざまな分野で持続可能な開発目
標（SDGs）に貢献している「協同組合」を評価し、
その認知度向上と協同組合の振興のため2025年
を「国際協同組合年」と定めました。

担当：営農総合対策部 流通開発課（TEL:054-284-9728）

担当：企画管理部 企画管理課（TEL：054-284-9708）

検索しずおか手しお屋

【静岡県の協同組合の取り組み】

2025年は国際協同組合年です
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職 員 紹 介職 員 紹 介
JA静岡経済連で活躍する令和７年度新入職員を紹介します

■コメント

■趣味・特技
　趣味はサウナと筋トレです。サウナは体を温めてリラックスすることができ、
ストレス解消にもつながるため、週に何度か通っています。筋トレは体作りと
健康維持のため週４～５回、ジムでトレーニングしています。
■担当業務
　果実・促成品目を中心に品目を分荷するとともに、青果物の情報発信も行っ
ています。いちご、葉生姜、トマト類を中心に約 20種類の品目の分荷に携わっ
ています。生産者の所得が少しでも向上する様に情報収集を欠かさず、日々新
しい情報を発信できるように心がけています。

　趣味はスポーツです。スケートボードやサッカーをしています。私は体を動
かすことが好きなので気分のリフレッシュに繋がっていると思います。また、
雨の日には読書をすることが多いです。小説や漫画を読んでいます。

■趣味・特技

■担当業務
　各市場からの注文対応やバラを中心とした花卉の分荷及び売立業務を行って
います。また、各市場からの問い合わせ対応や県内花卉の出荷、販売状況など
の情報収集なども欠かせない業務となっています。

　まだ、自分で解釈できないことが多いため、日々勉強を怠らずに、いち早く
細かな業務まで覚えたい。至らない点もあるとは思いますが、ご指導の程よろ
しくお願いします。

■コメント
　入会から三ヶ月ほど経ちましたが、まだまだ学ぶことが多いと感じています。
生産者の方々にとって有利な価格での販売をするために市場や産地との情報交
換に努めます。

　ライブに行くことが好きです。TWICE や Stray Kids など韓国アーティスト
のライブに行きました。最近はMrs. GREEN APPLE にハマりつつあります。
　今年はたくさんライブに行けたらいいなと思っています。

■趣味・特技

■担当業務
　主に化成肥料事務を担当しており、肥料の発注や配合肥料工場で使用する肥
料原料を準備する処理を行っています。加えて、文書管理や肥料協会出納など
に携わっています。

■コメント
　普段は業務で名前だけ見ている肥料が、出張した時実際に見て現物と一致し
たことがとても嬉しかったです。まだまだ未熟ですが、精一杯頑張りますので
宜しくお願いします。

秋
あきやま

山 瑛
え り な

里菜
生産資材部　肥料農薬課

鈴
すずき

木 隼
はゆま

磨
みかん園芸部　販売情報センター

杉
すぎやま

山 貴
たかと

士
みかん園芸部　販売情報センター
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JA静
岡
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情
報

担当：くらし支援部 総合エネルギー課　石油係（TEL：054-284-9529）
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